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研究シーズ概要 

 テレビ会議システムやスマートホンでの拡声通話の際に問題となる音響エコー

および背景雑音による通話品質低下の問題に対して、音響エコーと背景雑音の同時

抑圧のシステムを研究。特に、エコー抑圧と雑音抑圧の 2つの適応フィルタを同時

最適化するアルゴリズムを研究し、成果を国内研究会・国際会議等で発表。 

 

 

 

図 1：拡声通話における品質劣化の問題   図 2：音響エコー・雑音キャンセラの効果 (イメージ) 

進捗状況 着想・構想段階      基礎研究段階      実証段階 

連携研究の 

範囲・方法 

覚醒通話、インカムによる通話等でのエコー抑圧、雑音抑圧に関して下記の範囲

で実施 

◆システム提案への助言 

◆システムの性能評価に関する助言 

◆システム開発のためのデジタル信号処理、適応信号処理に関する技術指導 

用途・効果 

・市場 

◆用途：拡声通話用マイク付スピーカシステムの音声通話品質向上、 

インカムの通話品質向上など 

◆効果：通話音声への音響エコー・雑音の混入量の低減 

◆市場：パソコン用外付けシステム市場、会議システム市場 
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